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取組紹介

大阪府立成人病センターは
「大阪国際がんセンター」へ

　
山崎　洋

大阪府立成人病センター　広報企画グループ

　大阪府立成人病センターは、平成29年 3 月に東
成区から中央区大手前に移転。それにともない、
名称も「大阪府立病院機構　大阪国際がんセン
ター」に変更。新センターは、“がん患者のリピー
ターを作らない”ことを使命とし、クイックイン
外来、地域医療機関との連携などに力を入れてい
きます。

〈新センターの主な特徴〉
●患者さまに納得していただける治療を提供
　病棟は、病室の窓から外を見ると正面に他の病
室の中が見えない構造を採用します。また、個室
の増加、患者さま目線での情報発信など、患者さ
まに納得していただける治療を提供していきま
す。
→詳しくは〈別紙 1 、2 〉参照
●受け入れ体制の強化
　新センターではより多くの患者さまを受け入れ
られるよう、さまざまな工夫を凝らしています。
HCU(準集中治療室）の増床や、地域医療機関と
の連携、手術枠の増加と手術室稼働状況の可視化
などはその一例です。
→詳しくは〈別紙 2 〉参照
●クイックイン外来の強化
　クイックイン外来とは、初診患者さまの治療開
始までにかかる日数を短縮するために実施してい
る当センター独自の外来受診方法です。従来の①
医師の診察→②検査のための来院→③検査結果に
基づく診断のための来院、という順番を大幅に変
更することで、患者さまの治療開始時期を早める
ことが可能になります。
→詳しくは〈別紙 3 〉参照

〈別紙 1〉
■大阪府立病院機構　大阪国際がんセンター
　施設概要
　地下 2 階、地上13階の免震構造の建物です。
　現在の延床面積57,000㎡から約70,000㎡に増え、
病床数はこれまでと同じ500床です。
・敷地面積　12,800㎡

・延床面積　68,378㎡
・病床数　500床

■各フロアのご案内

8～13階 病棟（※ 2 ）
7階 排煙ファン室

5～6階 臨床検査・病理検査、医局、がん予防
情報センター、事務局、看護部など

4階 手術・ICU（集中治療室）フロア（手
術室12室、ICU10床）

3階
外来フロア（内視鏡、リハビリ180㎡と
リハビリ庭園58㎡、放射線診断、救急
診察室 2 室）

2階 外来フロア（診察室67室、採血ブース
12ブース、化学療法室34床）

1階
エントランス、総合受付、薬局、厨房、
多目的ホール（※ 1 ）、レストラン、コ
ンビニ、コーヒーショップ

地下1階 研究所（オープンラボ）、放射線治療科
およびリニアック（開院時 3 台）

地下2階 研究所
※ 1
　ホールはスクール形式で200名を収容でき、多
目的で使えます。また、災害時の緊急医療用にも
対応する設備を備えています。
※ 2
・病室の窓から外を見ると、正面に他の病室の中

が見えない造りとなっていますので、隣接する
府警本部や府庁別館も病室から真正面には見え
ません。

・個室は約20㎡、4 床室は約45㎡と各病室の面積
も広くなっています。

・在院日数も短くなり、患者さまも個室を希望さ
れる方が増えています。こうした患者さまの
ニーズにこたえられるよう、個室は218室（個
室率43.6％）と大幅に増やしています。
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〈別紙 2〉
■“患者さまファースト”を目指して
　「二人に一人ががんになる」といわれている現
代において、がんは、不治の病から長く付き合う
病気に変わってきています。ですので、今後は、
治療以外の面でも患者さまが感じるストレスを軽
減できるよう、医療機関として正しい情報をより
早く発信していきたいと考えております。そのた
めに、ホームページやスマートフォンを利用して

“患者さま目線”で情報発信を展開していく予定
です。

■より多くの初診患者さまを受け入れるために
　現センターでは、看護師が問診できる診察室（ 6
室）の利用時間が 1 時間に限られるため、クイッ
クイン外来は30人／日が最大ですが、今後は、診
察室の割当増加により多くの初診患者さまを受け
入れることができます。新センターにおいては、
ほぼ倍といえる55人／日を目標として掲げ、地域
医療機関との連携を強固にしていくために、エリ
ア毎の分析と重点的な営業活動を行ってまいりま
す。
　なお、病床数については500床と変わらないた
め、効率的なベットコントロールを行わなければ
なりません。現センターにおいては、H27年 4 月
より入退院センターを設置し、患者さまからの相
談や入院してから行っていた確認業務、また、緊
急入院時のベッド割当などの一元化を図ってきま
した。さらに、現センターの13病棟から12病棟に
なり、共通病棟運用に変わりますので、各病棟に
おけるベットコントロールは病棟看護師長および
入退院センターに集中し、病床利用率95％を目標
にしています。

■手術件数を増やせる体制を確保
　病床利用率95％の達成には、手術室の稼働も欠
かすことのできない要素です。新センターでの業
務効率を念頭に置いて、現センターでは手術枠の
増加と手術室稼働状況の可視化、消耗品・鋼製小
物の 1 手術単位でのセット化（標準化）、手術室
の回転を高めるために手術と手術の間にかかる清
掃時間の短縮などに取り組んできました。その効
果としてH25年度2,875件、H26年度3,076件、H27
年度3,389件と手術件数の着実な増加に表れてい
ます。
　新センターにおいては、初診患者の増加ととも
に、開院時には常時10室の稼働に向けて麻酔医や
看護師の確保など手術件数を増やせる体制を確保
しながら、早期に4,000件の達成を目指していま
す。

〈別紙 3〉
■クイックイン外来につきまして
　大阪府立成人病センターでは、初診患者さまの
治療開始までにかかる日数を短縮するために、翌
27年 3 月より全診療科で初診患者さまに対してク
イックイン外来を実施してきました。このクイッ
クイン外来は新センターでも引き続き採用いたし
ます。なお、クイックイン外来は地域の医療機関
から紹介された初診患者さまを対象としていま
す。

〈従来の診療の流れ〉
①来院し、医師の診察を受けます。
　　＊＊＊来院 1 回目＊＊＊
②後日、来院して各種検査を受けます。
　　＊＊＊来院 2 回目＊＊＊
③�検査結果が出たら来院し、医師の診断を受けま

す。
　　＊＊＊来院 3 回目＊＊＊

〈当センターが実施しているクイックイン外来の
流れ〉
①�診療情報提供書をもとに、医師があらかじめ必

要と思われる検査項目を指示します。
②�来院したら、まず看護師による既往歴・アレル

ギー症状等の確認を受けます。問題がなければ
検査を行います。

③�必要な検査が終わり、各々の検査結果が出たの
ちに、医師の診察を受けます。

　　＊＊＊来院 1 回で終了＊＊＊
　医師の判断で、追加の画像等の検査を受けてい
ただくこともありますが、受診日数は少なくてす
みます。加えて、医師の診察時には必要な検査が
終わっているため、より正確な判断と、患者さま
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の治療開始時期を早めることが可能になります。

■国際医療交流の推進
　患者さまに最新・最適な医療を提供するために
は、海外の医療および学術研究機関との連携も欠
かせません。当センターではこれまでも、各診療
科の医師が技術指導のために海外の大学や病院に
渡航するなどの国際交流を実施してきましたが、
今後も、センター全体で取り組んでいく所存です。

〈現在までの国際医療交流協定の状況〉
2016年 5 月　タイ王国タマサート大学医学部、
　　　　　　タマサート大学附属病院
2016年 6 月　バングラデシュ
　　　　　　East West Medical College & Hospital
2016年10月　ミャンマー連合共和国
　　　　　　ヤンゴン第一医科大学
2016年11月　チェチェン共和国
　　　　　　国立がんセンター


